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【お取引にあたっての手数料等およびリスクについて】
大和証券の取扱商品等へのご投資には、商品ごとに所定の手数料等をご負担いただく場合があります（「ダイワ・コンサルティング」コースの店舗（支店担当者）経由でお取引いただいた際
の国内株式委託手数料は約定代金に対して最大1.26500%（税込）、ただし最低2,750円（税込）、投資信託の場合は銘柄ごとに設定された購入時手数料および運用管理費用
（信託報酬）等の諸経費、等）。また、各商品等には価格の変動等による損失を生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、当該商品等の契約締結前
交付書面や目論見書またはお客さま向け資料等をよくお読みください。

商号等：大和証券株式会社 金融商品取引業者関東財務局長（金商）第108号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人資産運用業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本STO協会

※ 「Microsoft」「Windows」は、Microsoft Corporation の商標または登録商標です。記載されている会社名・製品名およびサービス名は、各社の商標または登録商標です。
※ 「App Store」「iOS」「iPad」は、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の商標または登録商標です。「Google Play」「Android」は、Google LLC の商標または登商標です。
※ 本資料の画像はイメージです。実際の表示は端末・OSバージョンなどによって異なる場合があります。

✓ ブラウザの機能を利用したパスキー認証は、パソコン（Windows）のほか、タブレット、スマートフォンでもご利用いただけます。（D-Portアプリは利用しません）

✓ パソコン（Windows）でパスキー認証をご利用いただくためには、以下の条件を満たしている必要があります。

①OSバージョンがWindows 11 ②PIN、顔・指紋認証等のWindows画面ロック機能（Windows Hello）を設定済み ③パスキー保存先をWindows既定に設定済み

※満たしていない場合には事前に設定をお願いいたします。（詳細はこちら）

✓ 端末の事前設定済みのお客さまは、本ガイドに沿ってパスキーの設定を行なってください。

✓ パスキーの設定には、D-Portアカウントの作成（メールアドレスの登録）と証券口座の連携が必要です。

✓ 設定が完了すると、パスキーでログインができるようになります。

https://www.daiwa.jp/content/dam/daiwasecurities/d-port_help/pdf/web_pre-setup_guide.pdf


ブラウザの機能を利用したパスキー認証

ー 設定ルート診断チャート ー

パソコン（Windows）でブラウザの機能を利用したパスキー認証を設定される方は、以下の質問に沿って進み、必要な設定をご確認ください。
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はい いいえ

iPhone Android
ブラウザの機能を利用
したパスキー認証のみ

D-Portアプリも一緒に

iPhone Android

Q. D-Portアプリは設定済みですか？

Q. お使いのスマートフォンは？
Q. 設定したいのは？

Q. お使いのスマートフォンは？

ルートA

D-Portアプリ登録時
とは別のメールアドレス
をご用意のうえ、ブラウ
ザの機能を利用した
パスキー認証を設定

ルートB

スマホとパソコンの
Chromeブラウザで
Googleアカウントが
同期されていれば、設
定不要で利用可能

ルートC
パソコン本体
（Windows Hello
等）にパスキーを保存
して設定

ルートD

D-Portアプリとブラウザ
の機能を利用したパス
キー認証の両方を設定
（設定は順不同。それ
ぞれ別のメールアドレスを
ご用意ください。）

ルートE

AndroidでD-Portアプ
リを設定し、スマホとパソ
コンのChromeブラウザ
でGoogleアカウントを同
期すれば、ブラウザからも
設定不要で利用可能

P.2へ P.6へ P.2へ アプリの設定：こちら

ブラウザパスキー設定：P.2

アプリの設定：こちら

設定後、P.6へ

https://www.daiwa.jp/content/dam/daiwasecurities/d-port_help/pdf/app_guide.pdf
https://www.daiwa.jp/content/dam/daiwasecurities/d-port_help/pdf/app_guide.pdf
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1.ログイン画面で 「パスキー設定はこちら」をクリックします。

ブラウザの機能を利用したパスキーの設定方法
－D-Portアカウント作成－

2. 「初めての方はこちら（新規登録）」をクリックします。

3. メールアドレスを入力し、「次に進む」をクリックします。 4. 「パスキー認証の登録に進む」をクリックします。 5. 「続行」をクリックします。

※「ご利用いただけません」と表示された場合は、別のメールアドレ
スをご利用いただくか、既に登録済みのメールアドレスを継続して
利用したい場合は、作成済みのアカウントの削除が必要です。
詳しい手順はこちらをご確認ください。

ログイン画面からパスキー設定画面にお進みください。D-Portアカウントの作成には、メールアドレスの登録が必要となります。

既にD-Portアプリを
ご利用の場合

スマートフォンでGoogle
パスワードマネージャー
にパスキーを保存し、パ
ソコンとアカウントが同期
されていれば、同じD-
Portアカウントを利用で
きます。
「パスキーでログイン」
ボタンから4ページの
手順2にお進みください。

スマートフォンサイト

スマートフォンの場合
はこちらをタップ

パソコンサイト

※Windowsの場合の画面です。ご利用の端末に
よって、表示される画面が異なる場合があります。

※異なる表示の場合は
3ページをご覧ください

https://www.daiwa.jp/content/dam/daiwasecurities/d-port_help/pdf/app_guide.pdf#page=28
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ブラウザの機能を利用したパスキーの設定方法
－D-Portアカウント作成－

7. メールが送信されます。6. 「OK」をクリックします。

8. メールを開き「本登録はこちら」をクリックします。 9. 「次に進む（完了）」をクリックします。 10. 本登録が完了したことを確認し、
「ログイン画面に戻る」をクリックします。

完了したら

4ページに進み、

証券口座を

連携してください。

（以下の表示の場合）パスキーをMicrosoftパスワードマネージャーには
保存せず、「別の方法で保存する」からWindows Helloに変更してください。

※Windowsの場合の画面です。ご利用の端末によって、表示される画面が異なる場合があります。

Microsoftパスワードマネージャーのまま
「作成」を押すと6桁のPIN（パスワード）
の入力を求められます。
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1. 「パスキーでログイン」をクリックします。

ブラウザの機能を利用したパスキーの設定方法
－証券口座の連携－

2. 「パスキーでログイン」をクリックします。

4. 「口座を連携する」をクリックします。 5. 口座情報を入力し、「ログイン」をクリックします。

3. 「OK」をクリックします。

複数の口座を連携することも可能です

スマートフォンの場合
はこちらをタップ

スマートフォンサイトパソコンサイト

※Windowsの場合の画面です。ご利用の端末に
よって、表示される画面が異なる場合があります。
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6. 電話認証を行ない、「ログイン」をクリックします。

ブラウザの機能を利用したパスキーの設定方法
－証券口座の連携－

7. API連携サービス取扱規定を確認したあと、「許可する」をクリックします。

8. 口座連携が完了したことを確認し、
   「口座選択画面へ」をクリックします。

これで設定は完了です。

「口座選択画面へ」をクリックすると、

6ページの手順4に進みます。

XXX-XXXX-XXXX

※電話認証を行なうために電話認証申込が必要なお客さまは、
申込画面が表示されます。一定時間経過し、電話認証が利用
可能になった後、再度4ページの手順1からお手続きください。



6

4. ログインする口座をプルダウンから選択し、「ログイン」をクリックします。

ブラウザの機能を利用したパスキーの設定方法
－パスキーでログイン 利用方法－

5. トップ画面が表示されます。

※口座が表示されない場合は、「口座を連携する」から連携してください。

1. 「パスキーでログイン」をクリックします。 2. 「パスキーでログイン」をクリックします。 3. 「OK」をクリックします。

スマートフォンの場合
はこちらをタップ

スマートフォンサイトパソコンサイト

※Windowsの場合の画面です。ご利用の端末に
よって、表示される画面が異なる場合があります。
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